
膝
蓋
腿
反
射
ノ
支
配
機
能
－
一
闘
ス

ル
賓
験
的
研
究

〈
昭
和
四
年
六
月
－
日
受
付
）

第
二
回
報
告

脳
脊
髄
系
統
ノ
種
々
ナ
ル
部
位
ニ
於
ケ
ル
切
断
ガ

健
反
射
一
一
及
ボ
ス
影
響
ニ
就
－
T

間
関
唱
。
ユ
冨
o
z
m
w｝

伊丹ロ品目。
ω
。ロ

ω。
富
。

。

四

円

ro
合角

V
E
g－
冨
2
r
g
U
E
ω

。
『
乱
闘
。

同
国
内
W
0・一。『｝内・

回岡
国岡． 。
ロ
同
｝
回
。

回
目
否
回

《
）

20rgω
唱
一
回
mw

－m宮内
o
g

開－

R
O合
同

ω

F
O
田
内
出
向

W
0・一。『

r

mw同
〈
m弓一。ロ
ω

。
明
日
。
丘
一
。
回
一
回
胤

件
｝

M
O

F040

－ω・

3
1
0白
。
凶
H
・
bmhv回
目
・
〉
ロ
」
冨
・
戸
）
・
u

〔
句

3
5
Z
Z
H
H
2
2
5
F
F
m－F
o
g
Z
司、。ご
Z
Cユ『。司
E
U
2
E
r
（じ日『
S
Z『
日
勺
き
「
・
同
町
。
旨
ロ
ロ
ヨ
）
w

同
吉
田
高
『
M
P
】
匂
ロ

2
2
a日
々
。
門
欠
河

o
g・〕

ド
ク
’
p
y 京

都
帝
岡
大
撃
醤
簡
単
部
整
形
外
科
教
室
（
伊
藤
弘
教
柊
指
導
〉

海

オ

グ

メ
J

ア
ィ
ジ
ン

浅

五
日

市

目

攻

第

一

章

緒

論

第
二
章
賞
験
方
法

第
三
章
賞
験
成
績

第
一
節
種
々
ノ
部
位
－
一
於
ケ
ル
大
勝
牟
球
及
ピ
脳
幹
ノ
正
面
横
断

第
二
節
内
欝
切
断

第
三
節
尾
状
核
除
去

第
四
節
脊
髄
上
部
横
断

第
四
章
賓
験
成
績
ノ
線
括
、
考
按
、
及
ピ
結
論

附
園
説
明
、
敵
女
抄
銭
、
・
す
〈
献

緒

予
等
A

本
研
究
ノ
第
一
報
－
一
於
－
ア
仰
、
ぺ
｜
州
、

第
一
章

論

ジ
ヤ
ッ
ク

y
ン
氏
等
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
提
唱
す

ν
、ホ

1
Y
、
セ
ッ
チ
ヱ
ノ

1
グ
、
及
ピ
其
他
多
数
ノ

第
六
巻

原

著、」

浅

ffl正

九
八

（
第
四
時
抗

一
七
七
）



第
六
港

，....司

原

著
1......1 

浅

海

:it. 
i¥ 

（
第
四
球

一
七
八
〉

先
進
諸
家
ノ
賞
験
的
説
明
ア
経
ア
一
般
的
ニ
是
認
す
V

居
タ
P

U

J

錐
髄
道
ノ
牒
反
射
抑
制
機
能
ヲ
家
兎
－
一
於
ア
之
ヲ
認
メ
得
ず
Y
事
、

利
利
引

氏
ノ
佃
位
鐙
性
読
ガ
砂
ク
ト
モ
家
兎
ノ
大
脳
皮
質
除
去
一
一
ヨ

w
Zプ
A

立
謹
ジ
能
A

ザ
w
y

事
ア
記
述
セ
リ
ノ
。

汁
バ
川
川
川
氏
問
川
北
（
近
著
－
一
於
－
ア
脳
幹
ヲ
上
端
ヨ
リ
ノ
下
方
－
一
向
ヅ
ア
横
断
ジ
行
ク
時
A

腿
反
射
ガ
逐
究
目叩
進
ジ
、
前
庭
核
ヲ
切
断
ス
w
y

ニ
到

リ
ノ
ア
筋
緊
張
ノ
減
弱
ト
共
－
一
突
如
減
退
ス
ト
云
ヒ
、
以
－
プ
一
方
、
上
位
中
橿
ガ
下
位
中
植
ヲ
抑
制
シ
居
Y

事
、
及
ピ
一
方
前
庭
核
ガ
筋
緊
張
ノ

維
持
中
橿
タ

Y
事
ヲ
主
張
セ
リ
ノ
。
ム
ン
ク
氏
ノ
佃
位
麗
性
詑
－
一
一
環
レ
バ
、
脳
幹
ノ
切
断
部
位
ガ
下
方
－
一
行
ク
ユ
従
ヒ
ア
筋
緊
張
、
健
反
射
共
－
一

昂
進
ス
ペ
キ
A

営
然
環
想
サ
Y
ペ
キ
ナ

y
、
如
何
ト
ナ
レ
バ
自
己
戚
一
堂
性
刺
戟
ノ
集
中
度
A

明
断
面
ガ
下
方
－
一
到
Y

ニ
…
従
ヒ
ア
増
加
ス
ペ
ク
之

ニ
劃
ス

Y
反
臆
モ
亦
之
－
一
正
比
例
シ
ア
増
大
ス
ペ
ケ
V

バ
ナ
リ
ノ
。
抑
制
設
一
一
ヨ
ソ
ア
之
ヲ
観
Y

ニ
、
脳
幹
切
断
－
｝
ヨ

Y
抑
制
除
去
現
象
ガ
横
断

部
位
ガ
下
向
ス
M
F

ニ
従
ヒ
ア
吐
い
程
度
ヲ
増
ス
ト
ス
レ
メ
、
抑
制
中
橿
A

営
然
大
脳
皮
質
下
何
レ
ノ
部
位
－
一
モ
存
在
ス

Y
事
ヲ
想
像
セ
ザ
Y

ペ
カ

ラ
ズ
。
而
シ
ア
之
等
中
幅
山
各
自
調
立
ジ
ア
悉
ク
脊
髄
運
動
機
能
ア
抑
制
シ
得
、
前
庭
核
以
上
－
一
一
於
－
ア
切
断
ス
山
戸
時
A

之
等
中
極
ノ
抑
制
機
能

全
部
ガ
遮
断
す
U
F

、
潟
メ
、
其
脱
落
現
象
A

頂
賠
－
一
達
ス
ペ
キ
ナ
η
ノ。

大
脳
皮
質
ノ
抑
制
機
能
ガ
大
鰻
－
一
於
－
7
否
定
サ
レ
タ
Y
今
日
、
脳
幹
横
断
－
一
因
Y
腿
反
射
及
ピ
筋
緊
張
昂
進
ガ
事
賞
ト
ス
レ
バ

y
A
果
シ
ア

大
脳
皮
質
ヨ
リ
前
庭
核
ノ
間
ニ
存
在
ス

Y
抑
制
中
橿
ノ
除
去
－
一
ヨ

Y

カ
或
A

又
促
進
中
橿
ノ
刺
戟
－
一
ヨ

Y
カ
時
間
叉
前
庭
核
乃
至

y
v
以
下
ノ

中
極
ノ
個
位
獲
性
－
一
ヨ

Y

ヵ
、
五
口
人
寡
聞
－
一
ジ
ア
未
ダ
此
結
－
一
関
ス

Y
賞
験
的
研
究
業
績
ノ
費
表
ア

Y

ヲ
問
カ
ズ
。

並

所
謂
錐
韓
外
道
ガ
骨
幣
筋
緊
張
－
一
及
ポ
ス
影
響
－
一
就
ア
A

諸
説
紛
々
ト
シ
ア
未
ダ
師
着
ス

Y
所
ヲ
知
－
ブ
ズ
。
一
方
判
別
川
例
、
ロ
ッ
ト
マ

1小

W

A

1

川
川
間
ノ
諸
家
A

淡
蒼
球
系
統
的
チ
線
朕
髄
ノ

E
大
細
胞
系
統
A

不
随
意
運
動
性
緊
張
ア
維
持
シ
、
尾
扶
核
及
ピ
被
殻
系
統
ヲ
代
表
ス

Y
小

細
胞
系
川
之
ニ
一
割
ス

Y
抑
制
機
能
ヲ
有
U
J

、
前
者
ノ
病
愛
－
－
由
Y
機
能
股
落
A

震
頼
麻
樺
ヲ
惹
起
ジ
、
後
者
ノ
機
能
股
落
A

硬
直
及
ピ
舞
踏
病

ノ
原
因
ヲ
構
成
ジ
、
而
ジ
－
ア
之
等
雨
者
ノ
病
麗
A

其
大
小
細
胞
ノ
破
壊
程
度
ノ
如
何
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
或
A

グ
ォ
グ
ト
氏
症
候
群
卸
チ
「
ア
a

ア
ト

1
ゼ」、

ア
件
プ
硬
直
性
南
側
麻
摩
ヲ
起
ジ
、
或
A

硬
碇
性
「
ア
ア
ト

1
ゼ
」
ヲ
件
ア
震
顧
及
ピ
筋
硬
直
（
舟
ノ
ィ

y
y
ン
氏
続
候
群
）
ヲ
惹
起
ス
ト
云
ヒ
、

列
刈
刈
川
氏
夫
妻
向
A

淡
査
球
ノ
障
碍
A

以
下
ノ
中
橿
－
一
山
首
ス

Y
抑
制
脱
落
－
一
由

yeア
硬
直
ヲ
起
ス
ト
云
ヒ
、
引
η付
利
川
氏
m

A

線
吠
睡
A



赤
核
ヲ
抑
制

h

v

e

プ
其
機
能
ヲ
調
節
ス
ト
ナ
セ
リ
。

F

ア
ト

9
ア
コ
！
ァ
氏
m
w
A

之
－
一
反
シ
、
黒
質
ノ
破
壊
ガ
硬
直
及
ピ
他
ノ
所
謂
線
航
韓
痕
賦
ヲ

誘
因
ス
ト
ナ
セ

y
。
ス
ピ
イ
グ
M
F

氏
山
二
線
放
健
ノ
下
位
中
橿
抑
制
説
ノ
中
砂
ク
ト
モ
亦
核
機
能
抑
制
説
ノ
成
立
－
二
最
近
ノ
ク
ト
レ
ヒ
ト
撃

波
川
（
？
グ
ヌ
ス
、
一
フ
デ
マ

l
カ

1
及
其
他
）
ノ
所
見
郎
チ
赤
核
夫
自
身
ガ
仲
轄
筋
緊
張
ノ
抑
制
中
枢
ナ
リ
ト
云
ア
事
費
ト
祖
師
ス

Y
事
ヲ
指

摘
ジ
、
臨
床
的
所
見
A

寧
ロ
赤
核
機
能
－
一
封
ス

Y
線
状
韓
ノ
促
進
作
用
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
遁
ペ
タ

リ。

貫
験
的
方
面
－
一
－
プ
A

、
川
川
川
判
川
列
川
氏
川
A

南
側
漣
珠
核
－
一
「
ク
ロ
ー
ム
」
酸
ヲ
注
射
ジ
ア
「
カ
タ
レ
プ
ジ
イ
」
様
硬
直
ヲ
見
、
レ
ヲ
イ

氏

何
A

「
マ
ク
ス
」
、
家
兎
及
ピ
猫
－
一
貫
布
的
里
亜
毒
素
及
ピ
「
マ
シ
ガ
ン
」
中
毒
ヲ
起
サ
ジ
メ
、
線
状
健
ノ
小
形
細
胞
ノ
退
行
縫
性
ヲ
夜
起
し
v
、

人
間
ノ
線
朕
鰹
疾
患
－
一
観
Y
如
キ
震
頭
蓮
動
ノ
接
現
ス

Y

ヲ
見
タ
リ
ト
云
フ
。

引
什
ぺ
刈
J

川
氏

m
A
精
細
ナ
Y
組
織
皐
的
検
索
ノ
下
－
一
、
猿
－
一
於
－
プ
一
側
尾
蹴
核
、
漣
珠
核
、
及
ピ
被
殻
ヲ
個
々
別
々
ニ
一
破

J

域
ス

Y

宅
、
同
時

－
一
破
壊
ス

Y

毛
、
何
等
筋
緊
張
ノ
愛
化
ヲ
認
メ
ズ
、
更
－
一
叉
電
漉
刺
戟
－
一
ヨ

Y
モ
不
随
意
運
動
、
震
額
等
ノ
線
航
韓
痕
版
ヲ
見
ズ
ト
一
式
へ
η
ノ。

判
川
引
け
叶
及
ぺ
汁
列
ノ
南
氏

m
A
列
竹
川
刈
川
氏
ノ
陰
性
成
績

A
一
側
破
壊
－
一
閃
Y

ヤ
モ
知
レ
ズ
ト
ナ
シ
、
犬
一
一
就
ア
南
側
瑳
珠
核
及
ピ
淡

蒼
球
ヲ
「
ラ
ヂ
ユ
ウ
ノ
ム
、
ヱ
マ
ナ
ジ
司
ン
L
ノ
挿
入
一
一
ヨ
リ
ノ
ア
破
壊
ジ
、
術
後
三
日
乃
至
五
日
間
筋
緊
張
ノ
昂
進
震
額
運
動
及
ピ
自
意
運
動
失
調

等
ノ
稜
現
ス
U
F

ヲ
見
タ
レ
ド
毛
、
之
等
A

間
毛
無
ク
代
償
サ
レ
－
ア
永
久
的
影
響
ヲ
認
メ
ズ
ト
報
告
セ
ソ
。

オ
叫
川
外
川
氏
仰
A

其
門
下
生
ト
並
ハ
ニ
鼠
及
ピ
猫
－
一
就
キ
、
主
二
側
尾
朕
核
ヲ
除
去
シ
タ
グ
後
「
－
ア
タ
ヌ
ス
ト
キ
ジ
ン
L
ァ
雨
側
後
肢
－
一
注

射
シ
、
封
照
動
物
－
一
仲
特
性
硬
直
ヲ
見
U
Y

ニ
反
シ
、
手
術
動
物
－
一
A

屈
曲
性
硬
直
ガ
費
現
シ
、
手
術
側
－
一
於
－
プ
殊
ニ
顕
著
ナ
U
F

事
ヲ
認
メ
、
更

－
一
同
様
ノ
手
術
ヲ
施
シ
タ
グ
後
「
ス
ト
リ
ヒ
ユ
ン
」
ヲ
注
射
ス

Y
時
三
尾
状
核
除
去
ノ
影
響
現
レ
ズ
、
雨
側
北
ハ
ニ
仲
特
性
硬
直
－
一
陥
Y
事
ヲ
記

ジ
ア
、
線
朕
鱒
ノ
機
能
A

正
常
動
物
－
一
於
－
7
、
「
ス
ト

y
ヒ
ニ
ン
L
注
射
－
一
因
Y

硬
直
ガ
代
表
ス

Y

運
動
性
筋
緊
張
－
一
A

関
係
ナ
ケ
レ
ド
毛
、
仲

縛
屈
曲
双
方
ノ
持
綴
性
櫨
位
性
筋
抵
張
ヲ
調
節
シ
ア
、
鴨
位
維
持
司
ノ
支
配
ス

Y

毛
ノ
ナ
ラ
シ
ト
推
論
セ
リ
。

上
通
ノ
極
メ
ア
簡
車
ナ
グ
文
献
ノ
総
括
－
一
ヨ
レ
バ
、
大
脳
皮
質
以
下
亦
核
－
一
到
Y
間
二
於
ケ
U
F

筋
緊
張
支
配
中
橿
司
ノ
（
二
線
航
龍
、
尾
朕
核

被
殻
或
A

淡
蒼
球
一
一
之
ヲ
求
ム

Y

毛
／
（
二
）
黒
質
－
一
之
ヲ
求
ム
M
F

者
、
夏
－
一
叉
之
等
中
桓
ガ
亦
核
ノ
機
能
抑
制
若
ク
』
促
進
－
一
ヨ
リ
ア
働
ク
ト

第
六
容

，...司

原

著
~ 

浅

海

九
八

（
第
四
時
抗

一
七
九
）



第
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海

九
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四

（
第
四
時
伽

一
八

O
）

鴬
ス
者
ト
二
分

y
、
ガ
如
シ
。
シ
カ
モ
、
之
等
前
臓
核
及
ピ
黒
質
ガ
骨
略
筋
緊
張
－
一
何
等
カ
ノ
影
響
ヲ
輿
フ

Y
事
A

臨
床
的
所
見
ノ
全
部
及
ピ

賞
験
的
研
究
成
績
ノ
一
部
ガ
共
－
一
立
読
ス

Y
所
ニ
シ
ア
、
殊
ニ
線
航
鶴
ノ
機
龍
脱
落
A

筋
緊
張
昂
進
ヲ
来
ス
傾
向
ヲ
示
ス
事
A

明
カ
ナ
Y
事
貫

エ
ジ
ア
、
以
上
忠
一
照
セ

シ
脱
幹
横
断
－
一
因
Y
臆
反
射
ノ
昂
進
ノ
説
明
或
A
此
方
面
－
一
見
出
サ
u
y

、
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
ト
思
A

Y

、
モ
ノ
ナ

p
。

因
ア
予
等
A

左
ニ
記
述
ス
ペ
キ
官
験
成
績
－
一
基
キ
ア
這
般
ノ
消
息
ヲ
探

y
、
以
ア
腔
反
射
支
配
－
一
関
ス

Y
知
見
補
遺
ヲ
試
ミ
ジ
モ
ノ
ナ

9
。

第

二

章

賓

験

方

法

賓
験
動
物
ト
ジ
ア
健
康
ナ
U
F

家
兎
ア
用
ヒ
、
（
ご
七
頭
－
一
於
ア
A

一
側
大
勝
皮
殻
ノ
一
部
及
ピ
其
直
下
－
一
在
Y
海
馬
廻
轄
ノ
一
部
ヲ
破
壊
若

ク
A

一
側
大
脳
竿
球
ヲ
横
断
ス

Y
如
ク
「
ス
パ

1
－ア
u
y

」
ヲ
挿
入
ジ
、
海
馬
廻
轄
ヲ
横
断
ス

Y
深
サ
－
二
連
セ
シ
メ
、
（
二
）
十
頭
－
一
於
ア
A

一
側
大

勝
竿
球
ヲ
露
出
し
V

－
プ
、
業
表
面
中
央
部
ヨ
リ
「
ス
パ

1
－ア
Y
」
ヲ
挿
入
シ
－
ア
議
直
ニ
勝
底
－
一
達
セ
ジ
メ
、
或
A

諜
メ
大
脳
皮
殻
ノ
中
央
部
ヲ
除
去

ジ
ア
「
ス
バ

1
－ア
Y
」
ヲ
尾
航
核
ノ
後
方
－
一
挿
入
し
V

－
プ
脳
幹
ヲ
横
断
ジ
、
（
三
）
五
頭
－
一
於

4

プ
A

（
一
一
）
ト
同
様
ノ
横
断
面
ガ
ヨ
リ
後
方
ア
通
過
シ

ア
規
紳
経
林
ヲ
大
約
前
後
二
分
ス

Y
如
ク
ナ
シ
、
（
四
）
三
頭
ェ
於
ア
A

同
様
ノ
横
断
面
ガ
更
ニ
後
方
－
一
ア
リ
ア
親
紳
鰹
林
ノ
後
方
端
ヲ
通
過

ス
Y
加
ク
シ
、
（
五
）
七
頭
－
一
於
－
プ
A

一
側
大
脱
皮
殻
ノ
中
央
部
ヲ
口
方
－
一
一
偏
シ
ア
除
去
シ
ア
尾
航
核
ヲ
露
出
シ
、
業
前
上
縁
－
一
一
世
ヒ
ア
内
嚢
ヲ

切
断
シ
、
（
六
）
八
頭
ニ
一
於
－
ア
A

一
側
大
脱
皮
殻
ヲ
中
央
部
除
去
後
、
尾
朕
核
ノ
大
部
分
ア
除
去
シ
、
最
後
－
一
（
七
）
十
頭
－
一
一
於
ア
脊
髄
ヲ
第
七
乃
至

第
九
胸
髄
ノ
高
サ
－
一
ア
横
断
γ
、
横
断
部
位
－
一
「
ガ
ー
ゼ
」
ヲ
挿
入
シ
ア
脊
髄
腔
前
壁
－
一
蓬
セ
ジ
メ
手
術
ノ
完
全
ヲ
期
ス
w
y

ト
同
時
－
一
出
血
ヲ
防

ギ
、
後
之
ヲ
取
除
キ
タ

y
。

斯
ク
シ
ア
（
一
）
ヨ

y
（
六
）
迄
ノ
動
物
－
一
ア

y
ア
A

手
術
直
後
乃
至
四
十
八
日
二
至
Y
期
間
左
右
膝
蓋
腿
反
射
ヲ
比
較
シ
、
反
射
曲
線
ヲ
特
製

セ
Y
描
番
器
ニ
ア
捕
書
ジ
．
死
己
後
A

解
剖
－
一
ヨ
リ
ア
手
術
ノ
目
的
タ
建
セ

Y
ヤ
否
ヤ
ヲ
検
シ
、
更
一
一
代
表
的
少
数
例
－
一
一
於
ア
A

組
織
皐
的
検

索
ヲ
加
ヘ
ア
考
察
ノ
一
助
ト
セ
リ
ノ
O

第

三

章

賓

験

成

績

第
－
節
種
々
ノ
部
位
Z
於
ケ
ル
大
脇
傘
球
ノ
正
面
構
断



第
－
項

－
側
大
路
皮
穀
中
央
部
、
海
馬
週
開
ノ
－
部
ヲ
損
個
セ
ル
モ
ノ
（
七
頭
）

第
－
例
〈
山
削
）
。
二
・
五
百
品
、
雄
。
昭
和
四
年
二
月
二
日
（
右
側
大
勝
皮
質
前
方
主
分
ノ
一

／
部
位
ヨ

9
索
直
－
ア
婦
人
セ
ル
「
ス
パ
ア
テ
ル
」
ガ
大
脳
皮
殻
ノ
ミ
7
様
断
セ
ル
モ
ノ
）
。

手
術
直
後
、
左
側
腿
反
射
J

振
幅
粉
々
減
少
ス
。
筋
抵
抗
一
一
著
シ
キ
同
常
化
ヲ
認
メ
ズ
。

一
時
間
後
／
状
態
同
上
。

第
二
例
〈
剖
）
0

4

一・
六
底
、
雄
。
二
月
六
日
。
（
右
側
大
脳
及
皮
質
中
央
部
品
一
於
テ
「
ス

パ
l
テ
ル
」
ヲ
建
直
二
沖
入
ス
。
多
量
ノ
出
血
ア

P
テ
開
放
－
一
伸
鱒
性
硬
直
起
リ
タ
レ
ド

モ
持
団
楓
性
ナ
ラ
ア
）
。

手
術
後
三
十
分
。
左
側
鍵
反
射
右
側
ヨ
リ
低
夕
、
震
反
射
ヲ
行
ヒ
タ
ル
後
膝
関
節
ハ
爾

側
共
一
一
伸
輔
佐
＝
止
↓
ル
傾
向
ア
リ
。

〈
死
亡
後
、
｝
惚
塊
ガ
臨
川
底
、
四
品
伸
一
穂
、
小
脳
、
延
髄
等
ユ
附
着
シ
居
レ
り
）

第
三
例
川
。
二
・
五
一
位
。
二
月
十
三
日
第
二
例
ト
同
様
／
手
術
ヲ
行
7
0

（
死
亡
後
、
右

側
大
脳
皮
制
巾
央
部
ガ
直
系
約
0
・
六
糎
／
範
囲
－
一
於
テ
破
壊
サ
レ
、
皮
下
ノ
海
馬
廻
締
ノ

一
部
モ
共
品
損
傷
セ
リ
〉
。

手
術
直
後
、
健
反
射
及
ピ
筋
抵
抗
＝
大
草
花
ナ
シ
。
二
時
間
三
十
分
後
ノ
状
態
モ
亦
同
様

ナ

p
。

一
一
月
二
十
川
。
筋
抵
抗
＝
大
差
ナ
シ
。
臆
反
射
ハ
粉
々
減
弱
セ
リ
。

第
四
例
叫
。
一
一・
五
延
、
雄
。
－
一月
十
四
日
、
右
側
大
脳
皮
殻
中
央
部
及
ピ
直
下
ノ
海
馬

廻
酬
明
ノ
一
部
7
除
去
セ
リ
。

第
二
項

大
路
牢
球
茂
ビ
脳
幹
構
臨
（
＋
八
頭
）

動
物
川
町
、
判
、
品
、
師
、
館
、
関
／
六
頭
ユ
於
テ

ハ
、
右
側
大
勝
半
球
7
露
出
シ
、
様
一

断
部
位
ノ
碩
脳
膜
ヲ
切
開
シ
、
「
ス

パ
1
テ
ル
ー
ヲ
略
骨
晴
嵐
／
方
向
二
神
入
シ
テ
正
面
横
断
一

ヲ
行
へ
目
。
其
他
ノ
動
物
－
一
テ
ハ
、
先
ヅ
大
脱
皮
殻
／
中
央
部
二

a

分
ノ
一

7
除
去
シ
、
尾
一

紋
級
／
直
後
ヨ

P
四
品
質
髄
前
丘
／
直
前
ト
思
ハ
ル
、
部
位
三
割
ル
問
ノ
種
々
ナ

ル
高
サ
早
一

営
ツ
テ
、
略
帯

u

底
＝
「
A

h

l

テ
ル
」
ヲ
掃
入
シ
テ
脳
幹
ノ
正
面
横
断
ヲ
試
ミ

9
9
。
然
レ
一

第
六
谷

F園、
原

ミ拝ー

著
』4

浅

手
術
直
後
、
左
側
雌
反
射
軽
度
＝
減
少
ス
。
筋
抵
抗
ノ
差
異
ρ
般
質
－
－
認
メ
符
ズ
。

二
月
二
十
一
日
。
左
側
鍵
反
射
依
然
ト
シ
テ
右
側
ニ
及
パ
ズ
。
筋
抵
抗
子
大
差
ナ
シ
。

第
五
例
…
山
。
ニ
・
王
冠
、
雄
。
二
月
十
四
日
右
側
手
術
〈
第
凶
例
ト
同
様
）

手
術
直
断
、
健
反
射
ユ
大
差
ナ
シ
c

一
時
間
／
後
左
側
臆
反
射
粉
々
品
準
セ

P
。

第
六
例
制
。
二
・
六
庖
・
雄
。
二
月
十
五
日
右
側
大
脳
皮
数
一
後
方
三
分
ノ
一
ノ
部
位
－
－

於
テ
直
系
w
m
0
・
況
纏
ノ
筑
間
ヲ
除
去
シ
夏
ユ
直
下
ノ
海
馬
廻
締
ノ
一
部
ヲ
モ
除
去
ス
。

手
術
直
後
、
鍵
反
射
及
ピ
筋
抵
抗
－
二
差
異
ヲ
見
ズ
。

第
七
例
凶
。
ニ
・
六
底
、
雄
。

二
月
十
五
日
第
六
例
ト
問
機
ノ
手
術
ヲ
行
7
0

手
術
京
後
、
鍵
反
射
及
ピ
筋
抵
抗
一
二
差
異
ナ
シ
。

二
月
二
十
日
。
同
上

本
音
験
成
縞
J
綿
括
“
一
側
大
勝
皮
殺
ヲ
前
方
三
分
／
一
（
前
方
三
分
ノ
一
ト
巾
央
一
一
一

分
ノ
一
／
崎
界
線
）
ノ
部
位
ュ
，
核
断
セ
ル
第
一
例
、
中
央
部
－
一

一於
テ
大
勝
皮
数
ト
海
馬

廻
料
ヲ
横
断
シ
9
ル
第
二
例
及
ピ
第
三
例
、
中
央
三
分
ノ
一
＝
於
テ
大
脳
皮
殺
ト
海
馬
廻

轄
／
一
部
ヲ
除
去
シ
タ
ル
第
四
例
／
四
頭
ユ
ア
リ
テ
ハ
反
封
側
艇
反
射
軽
度
品
減
弱
シ
、

第
凶
例
ト
同
様
ナ

ル
手
術
ヲ
行
へ
ル
第
況
例
＝
於
テ
反
封
側
臆
反
射
粉
々
品
準
シ
、
而
シ

テ
大
勝
皮
殻
後
方
三
分
ノ
一
ノ
部
位
－
一
於
テ
皮
殺
及
ピ
油
開
馬
廻
鱒
ノ
一
部
7
除
去
セ
ル
第

六
、
第
七
ノ
ニ
例
－
一
ア
リ
テ
ハ
何
等
／
後
化
ヲ
モ
認
メ
ザ
リ
キ
。

ド
モ
手
術
／
結
果
ハ
必
ズ
シ
モ
其
目
的
＝
適
合
セ
ザ
ル
事
屡
々
ナ
ル
鴛
メ
、
以
下
記
雄
ス

ル
記
鍬
ハ

全
部
解
剖
ニ
ヨ
リ
テ
横
断
部
佼
ヲ
ゆ
制
定
シ
、
然
ル
後
之
ヲ
分
類
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ

第
－
賓
駿
列
（
十
頭
〉
。
横
断
面
ガ
尾
状
核
、
競
珠
絞
、
被
穀
ヨ
り
後
方
〈
尾
方
）
＝
シ
テ

親
榊
経
休
前
方
端
ヲ
通
過
シ
、
之
等
前
勝
核
及
ピ
鋒
穂
遁
ヲ
減
断
セ
ル
モ
ノ
。

L
’K
L
 

J
ノ
’
’
’
U
A

〈
第
四
披

一
八
一
）



第
六
忠
世

善、J

海

浅

原

第
－
例
出
。
ニ
・
四
廷
、
雄
。
二
月
三
日
右
側
手
術
。

手
術
直
後
、
左
側
膝
闘
節
ハ
右
側
＝
比
シ
テ
伸
将
位
ヲ
採
リ
、
之
ヲ
一
被
働
的
＝
原
曲
ス

ル
ユ
際
シ
著
ジ
キ
抵
抗
昂
進
ヲ
見
ル
。
左
側
臆
反
射
ハ
粉
々
昂
準
シ
、
反
射
曲
線
ハ
底
線

－
一
復
問
問
セ
ズ
、
数
回
ノ
反
回
全
ヨ
リ
テ
膝
閥
節
ハ
除
々
＝
伸
穂
位
ヲ
探
ル
傾
向
ア
リ
。
手

術
後
約
一
時
間
Z

シ
テ
左
側
腔
反
射
ノ
昂
準
著
明
ト
ナ
り
、
其
振
幅
ハ
右
側
ノ
約
二
倍
ト

ナ
ル
。

二
月
五
日
ゅ
下
痢
ア
リ
、
動
物
甚
シ
ク
衰
弱
ス
。
左
側
舵
反
射
ハ
右
側
ヨ
リ
高
ク
、
伸
鱒

傾
向
モ
亦
依
然
タ
リ
。

第
二
例
制
。
二
・
三
近
、
雄
，

二
月
三
日
右
側
手
術
ω

手
術
京
後
、
臆
反
射
及
ピ
筋
抵
抗
ユ
大
差
ナ
シ
。

二
月
五
日
。
左
側
臆
反
射
／
振
幅
右
側
ノ
約
二
倍
大
ナ

p
。
仲
轄
筋
ノ
抵
抗
ハ
左
側
精
々

強
キ
ガ
如
シ
c

第
一
ニ
例
州
。
二
・
六
冠
雄
。
二
月
五
日
右
側
手
術
。

手
術
夜
後
左
側
舵
反
射
著
シ
ク
目
却
準
シ
、
被
働
的
z
膝
関
節
ヲ
屈
曲
ス
ル
－
一
其
抵
抗
亦

左
側
旦
於
テ
昂
准
セ
リ
。
二
時
間
後
モ
同
様
ノ
成
績
ヲ
示
ス
。

第
四
例
刈
。

ニ
・
間
一
位
雄
。
四
月
九
日
右
側
手
市

手
術
直
後
、
臆
反
射
及
ピ
筋
抵
抗
／
差
異
7
認
メ
ズ
。

四
月
十
二
日
。
腔
反
射
ハ
左
側
粉
々
高
夕
、
反
射
運
動
ヲ
行
ヒ
担
ル
後
膝
関
節
ハ
伸
鱒
位

ヲ
探
リ
、
反
覆
刺
戟
一
一
ヨ
リ
テ
徐
々
＝
主
（
度
7
増
加
ス
。
歩
行
－
一
際
シ
左
側
後
肢
ハ
伸
幣

位
ヲ
採
リ
加
曲
運
動
緩
慢
ナ
リ
。

四
月
十
三
日
。
同
上
。

第
五
例
制
。
二
－
五
耳
雄
。
四
月
九
日
右
側
手
術
。

手
術
直
後
筋
抵
抗
z
大
差
ヲ
認
メ
ズ
。
臆
反
射
ハ
左
側
＝
於
テ
著
シ
タ
目
却
マ
ル
。
歩
行

－
一
際
シ
左
後
肢
ハ
運
動
ヲ
行
戸
ズ
、
伸
将
位
ヲ
探
レ
リ
。

四
月
十
一
日
。
左
側
後
肢
／
運
動
麻
療
ア

p
。
同
側
膝
関
節
ρ
伸
純
シ
居
レ

9
0
臆
反
射

ρ
左
側
＝
於
テ
著
シ
ク
昂
進
セ
リ
。

九
八
六

（
第
四
時
蜘

一
八
二
）

四
月
十
五
市
。
左
側
後
肢
／
伸
鯨
傾
向
運
動
不
能
、
及
ピ
臆
反
射
品
進
依
然
タ
り
。

第
六
例
制
。
二
・
五
延
．
雄
。
四
月
九
日
右
側
手
術
。

手
術
直
後
、
左
右
鍵
反
射
ノ
差
異
ヲ
認
メ
ガ
。
筋
抵
抗
モ
亦
出
営
化
セ
ズ
。

四
月
十
一
日
。
歩
行
ユ
際
シ
左
側
エ
向
ツ
テ
倒
レ
ル
傾
ア
り
。
左
側
股
反
射
ハ
其
振
幅
右

側
＝
比
シ

テ時間
H
叩

γ

リ
居
レ
ド
モ
筋
祇
抗
－
一
大
差
ヲ
認
メ
f
。

四
月
十
三
川
u

左
側
鍵
反
射
ノ
昂
進
著
明
ナ
リ
。
筋
抵
抗
＝
大
差
ヲ
見
ズ
。

第
七
例
制
。
二

－
Z庖
、
雄
。
問
月
九
日
右
側
手
術
。

手
術
直
後
、
腿
反
射
／
昂
逆
瀬
著
ナ
リ
。
膝
関
節
ノ
伸
糠
筋
抵
抗
ノ
抵
抗
モ
亦
高
7

レ

四
月
十
一
日
。
頭
ハ
強
ク
左
方
＝
屈
曲
シ
、
来
行
＝
際
ジ
定
方
ユ
向
ツ
テ
閲
ヲ
描
ク
傾
向

ア
レ
ド
モ
、
時
＝
前
方
ユ
直
進
ス
。
右
側
後
肢
ノ
二
・
三
歩
－
一
封
シ
、
左
側
ハ
辛
フ
ジ
テ
一

歩
ヲ
採
ル
。
臆
反
射
ハ
左
側
依
然
ト
シ
テ
高
ク
、
反
覆
刺
戟
－
一
ヲ

H
テ
徐
々
＝
伸
轄
位
／

度
ヲ
増
ス。

四
月
十
五
日
。
左
側
後
肢
ノ
運
動
緩
慢
ナ
ル
事
依
然
9
リ
。
臆
反
射
ハ
左
側
ユ
於
テ
官
同
ク

伸
鯨
傾
向
括
メ
テ
開
閉
著
ナ
リ。

第
八
例
問
。

一一・
五
廷
、
雄
。
四
月
九
日
右
側
手
術
。

f
t
、、

手
術
夜
後
、
艇
反
射
ノ
振
幅
z
大
差
ヲ
認
メ
ズ
。
伸
樗
筋
／
抵
抗
ハ
左
側
ユ
於
テ
粉
々

昂
7

レ
ル
感
ア
リ
。

四
月
十
三
日
。
鍵
反
射
ハ
左
側
＝
於
テ
昂
進
シ
、
附
闘
－
一
示
λ

ガ
知
タ
伸
勝
反
射
ノ
持

嫡
期
間
著
M
Y
ク
増
大
セ
リ
。
而
シ
テ
此
傾
向
ハ
反
覆
刺
戟
／
常
初
－
一
於
テ
殊
－
一
著
シ
。

第
九
例
制
。
ニ
・
四
託
、
雄
。
四
月
九
日
有
側
手
術
。

手
術
直
後
、
左
側
臆
反
射
ハ
軽
度
ノ
昂
進
ヲ
示
ス
。
筋
抵
抗
＝
大
差
ナ
シ
。
雨
側
後
肢

ノ
運
動
脈
痔
ア
リ
、
左
側
ュ
於
テ
完
全
ナ

p
。

四
月
十
二
目
。
歩
行
カ
ヲ
恢
復
ス
、
左
方
＝
倒
レ
ル
傾
向
ア
リ
。
臆
反
射
ハ
左
側
粉
官
同
タ

闘
騒
Z

際
シ
テ
左
側
後
肢
ハ

伸
糠
位
ヲ
採
ル
。

四
月
十
三
日
。
臆
反
射
ハ
左
側
粉
々
高
シ
。
筋
抵
抗
エ
大
差
ナ
夕
、

反
射
運
動
後
仲
鱒
位



－
－
止
マ
ル
事
ハ
他
ノ
例
ト
異
ナ
ラ
ズ
。

第
＋
例
凶
。
二
・
六
底
、
雄
。
二
月
二
十
三
日
右
側
手
術
。

手
術
直
後
、
左
側
臆
反
射
紛
々
回
却
レ
リ
。
筋
抵
抗
＝
大
差
ナ

v
。

三
月
二
十
凶
目
。
左
側
後
肢
ハ
粉
々
硬
直
性
－
一
伸
酬
明
シ
居
レ

H
。
臆
反
射
ハ
左
側
－
一
於
テ

世
間
夕
、
伸
制
時
反
射
持
績
期
間
／
増
加
ヲ
見
ル
。

本
音
駿
列
幅
削
見
J
綿
括
。
陣
取
メ
大
脳
皮
殻
ノ
一
部
ヲ
除
去
シ
テ
脳
幹
ヲ
横
断
ス
ル
モ
、

大
脳
皮
質
ト
北
士
一

之
7
横
断
ス
ル
モ
、
主
（様
断
面
ガ
脱
紳
経
休
前
方
端
乃
至
前
方
三
分
ノ

一
ヨ
リ
口
方
三
尾
状
核
ヨ
り
尾
方
＝
位
ス
ル
時
ハ
一
般
－
一
反
針
側
臆
反
射
／
昂
進
ス
ル
ヲ

見
ル
。
而
シ
テ
反
射
運
動
若
ク
ハ
自
念
運
動
後
／
後
肢
ノ
伸
酬
明
傾
向
ハ
其
程
度
品
多
少
／

差
異
ア
レ
ド
モ
、
殆
ン
ド
凡
7

ノ
例
＝
於
テ
手
術
反
封
側
－
一
現
レ
、
動
物
ノ
歩
行
困
難
ト

略
疋
比
例
ス
ル
モ
ノ
、
知
シ
。

第
二
賓
験
列
（
五
一
政
）
。
本
一
貫
験
列
ハ
第
一
一
笈
験
列
ト
同
検
ノ
方
法
－
一
テ
大
勝
牛
球
ヲ
尾

方
＝
偏
シ
テ
正
面
横
断
ヲ
行
ヒ
、
様
断
面
ガ
蹴
紳
終
休
／
約
中
央
部
＝
於
テ
之
ヲ
上
下

（
前
後
）
－
一
一
一
分
セ
ル
モ
ノ
ヲ
含
メ
り
c

第
－
例
品
。
二
・
四
廷
、
雄
。

二
月
凶
日
右
側
手
術
。

手
術
直
後
、
左
側
鍵
反
射
ノ
振
幅
梢
・
2
増
大
セ
リ
。
筋
抵
抗
並
三
氏
射
持
績
時
間
ハ
左

側
旦
於
テ
硲
度
品
減
退
ス
。
手
術
後
二
時
間
＝
シ
テ
左
側
鍵
反
射
ノ
振
幅
、
筋
抵
抗
共
－
－

減
退
セ
リ
。

第
二
例
目
。

二
・コ
一一
位
、
雄
。
二
月
五
日
右
側
手
術
。

手
術
直
後
、
臆
反
射

労
呉
ナ
シ
。
雨
側
後
肢
ノ
何
レ
モ
伸
酬
明
傾
向
ヲ
一
市
サ
ズ
o

－
一月
六
日
。
臆
反
射
ハ
左
右
同
様
－
一

シ
テ
、
筋
抵
抗
セ
亦
差
異
ヲ
示
サ
ズ
。

第
三
例
制
二
・
五
底
、
雌
。
一J
月
二
十
日
右
側
手
術
。

手
術
後
一
時
間
ユ
至
ル
間
舵
反
射
及
ピ
筋
抵
抗
－
一
差
異
ヲ
認
メ
ズ
。

第
四
例
凶
。
二
・
九
延
、
雌
。

二
月

二
十
五

H
右
側
子
術
。

第
二
筒

嚢

切

断
（
七
頭
）

内

血
同
＝
第
二
掌

－
一
時
時
，
ル
セ
ル
知
夕
、
線
メ
大
脳
皮
殻
ノ
中
央
部
ヲ
直
額
約

0
・四

1
0・
五
－

第
六
巻

F『
原

浅

海

著
....... 

手
術
直
後
、
健
反
対
及
ピ
筋
抵
抗
二
差
異
ヲ
認
メ
ズ
。
四
時
間
／
後
髭
反
射
こ
走
ナ
夕
、

筋
抵
抗
ハ
店
側
＝
於
テ
粉
々
減
溺
セ
ル
ガ
如
シ
。

第
五
例
制
。
二
・
四
延
、
雌
。
二
月
二
十
五
日
右
側
手
術
。

手
術
直
側
、
左
側
鍵
反
射
精
高
夕
、
同
側
膝
閥
節
－

r伸
椋
傾
向
ア
リ
シ
モ
、
約
三
十
分

＝
シ
テ
消
失
シ
、
鍵
反
射
左
右
同
等
ト
ナ
レ
リ
。

，Aγ

本
賓
駿
列
所
見
J
飽
結
。
脳
幹
ヲ
減
糾
綴
林
中
央
部
ノ
高
サ
ユ
テ
補
断
ス
ル
時
ハ
髭
反

射
二
者
シ
キ
獲
化
ヲ
由
来
サ

ズ
。
筋
抵
抗
ハ
寧
ロ
手
術
反
封
側
－
一
於
テ
減
弱
ス
ル
傾
向
多
シ
。

第
三
賓
駿
列
（
三
頭
）
。
正
面
様
断
面
ガ
大
脳
一牛
球
尾
方
約
三
分
ノ
一
ノ
部
位
ヲ
リ
略
垂

直
品
脳
康
昌
逢
シ
、
親
紳
経
休
7
其
尾
方
約
一
－
一分
ノ
一
／
高
サ
一
－
テ
横
断
セ
ル
毛
ノ
。

第
－
例
制
。
二
・
六
冠
、
雄
。
二
月
四
日
右
側
手
術
。

手
術
後
二
時
間
一
一
至
ル
迄
臆
反
射
及
ピ
筋
抵
抗
－
一
大
差
ヲ
認
メ
ズ
。
（
附
阻
）
。

第
二
例
刷
。
一
一
・
七
紅
、
雄
。
二
月
二
十
二
日
右
側
手
術
。

手
術
直
側
、
筋
抵
抗
ハ
左
側
－
一
於
テ
減
弱
シ
、
臆
反
射
モ
同
ジ
タ
左
側
昌
於
テ
減
退
λ

三
時
間
ノ
後
左
側
鍵
反
射
ハ
粉
々
恢
復
シ
テ
左
右
ノ
差
傑
小
ト
ナ
ル
。

二
月
二
十
三
日
。
頭
ヲ
左
方
二
日
間
ゲ
、
歩
行
ハ
左
方
一
一
向
へ
ル
図
ヲ
議
ク
。
左
側
艇
反
射

／
振
幅
右
側
当
’
小
サ
シ
。

a
 

第
三
例
跡
。
ニ
・
四
延
、
峨
。
凶
月
十
日
右
側
手
術
。

手
術
直
後
、
左
側
健
反
射
／
振
幅
右
側
＝
比
シ
テ
紛
々
高

シ
。
筋
抵
抗
品

大
差
ナ
シ
。

四
月
十
一
日
。
臆
反
射
／

振
幅
＝
左
布
ノ
差
異
ナ
夕
、
筋
抵
抗
ハ
左
側
－
一
於
テ
減
説
明
セ
リ
。

本
音
駿
列
所
見
J

錦
指
u

脳
幹
横
断
面
が
第
二
貧
験
列
ヨ
リ
倫
ホ
尾
方
＝
J

リ
テ
、
減

紳
経
休
尾
方
三
分
ノ
一
ノ
高
サ
ヲ
遁
過
ス
ル
時
ハ
、
三
例
ノ
中
一
例
－
一
於
テ
手
術
直
後
ノ

臆
反
射
が
反
封
側
＝
ア
リ
テ
強
度
－
一
品
進
シ
、
翌
日
＝
至
P
テ
同
等
ト
ナ

p
、
一
例
＝
於

テ
減
弱
シ
、
一
例
ユ
於
テ
鑓
化
ヲ
見
ズ
。
筋
抵
抗
ハ
一
一
例
ユ
於
左
側
ノ
減
弱
ヲ
示
セ
リ
。

海
／
鈍
闘
旦
於
テ
除
去
シ
、
尾
叫
帆
核
／
上
面
及
ピ
外
側
面
昌
治
ヒ
テ
下
行
ス
ル
内
裏
ノ
上

九
八
七

（
第
四
時
伽

一
八
三
）



第
六
巻

F『

原

箸
』J

浅

海

部
ヲ
尾
状
核
ヲ
破
損
セ
ザ
ル
様
決
意
シ
ツ
、
小
鋭
刀
7
白
質
＝
持
入
シ
テ
之
ヲ
様
断
セ

リ
。
斯
ク
シ
テ
得
ベ
キ
遠
隔
成
績
ハ
運
動
皮
質
除
去
ト
異
ラ
ザ
ル
可
キ
モ
、
上
漣
諸
賓
験

－
－
於
ケ
ル

amク
比
較
的
短
期
間
ノ
成
績
7
見
む
場
合
＝
ハ
、
錐
健
遁
ノ
横
断
面
ノ
高
低
一
一

ヨ
リ
テ
臆
反
射
＝
及
ポ
ス
影
響
一
一
何
等
カ
ノ
差
異
7
来
担
サ
ズ
ヤ
ト
ノ
懸
念
ノ
下
ユ
行
へ

ル
資
験
ナ
リ
。

第
一
例
問
。
二
・
六
廷
、
雄
。
二
月
十
八
日
右
側
手
術
。

手
術
直
後
、
南
側
鍵
反
射
ハ
粉
々
減
説
明
シ
、
左
側
ユ
於
テ
殊
一
二
興
著
ナ
リ
。
筋
抵
抗
－
一

著
シ
キ
差
異
ヲ
認
メ
ズ
。

二
月
二
十
一
日
。
左
側
股
反
射
／
減
弱
依
然
タ
リ
。
筋
抵
抗
一
一
大
差
ナ
夕
、
運
動
障
碍
ヲ

見
ズ
。第

二
例
問
。
二
・
一
品
底
、
雄
。
一
一
月
十
八
日
右
側
手
術
。

手
術
直
樹
、
鍵
反
射
及
ピ
筋
祇
抗
－
一
差
異
テ
シ
。

二
月
二
十
一
日
。
左
側
臆
反
射
粉
々
減
弱
ス
。
筋
相
抗
ノ
差
異
明
カ
ナ
ラ
ズ
。
舟
行
障
碍

ヲ
認
メ
ズ
。

四
月
八
日
げ

j

臆
反
射
ハ
雨
側
相
等
シ
夕
、
筋
抵
抗
－
一
差
ナ
ク
、
歩
行
障
碍
ヲ
見
ズ
。

第
三
例
M
。
一
一
・
五
底
、
雄
。
一
万
十
八
日
右
側
手
術
。

手
術
直
後
、
雨
側
反
射
及
ピ
筋
抵
抗
＝
差
異
ナ
シ
。

二
月
二
十
一
日
。
同
上
。

第
四
例
制
。
二
・
三
託
、
雌
。
二
月
十
九
日
右
側
手
術
。

第
三
筒

尾
蹴
核
除
去
（
八
頭
）

大
脳
皮
殻
中
央
部
ヲ
第
三
項
ニ
於
ケ
ル
知
グ
除
去
シ
、
前
下
方
一
一
様
タ
ハ
レ
ル
灰
白
寅
一

ノ
岡
丘
ヲ
内
義
ヲ
損
傷
セ
ザ
ル
範
閤
ユ
可
及
的
完
全
－
一
「
ス
パ

1
テ
ル
」
－
一
テ
剥
離
除
去
ス
一

此
際
脈
絡
瀧
ヲ
傷
ケ
テ
出
血
ス
ル
時
ハ
耳
鼻
科
用
綿
俸
－
一
テ
軽
ク
歴
迫
シ
テ
止
血
ス
。
一

第

一

例

問

。

二

・

四

延

、

雌

。

三

月

二

十

日

右

側

手

術

。

一

手
術
直
側
、
臆
反
射
ノ
振
幅
ニ
差
異
ヲ
認
メ
ズ
。
左
側
後
肢
ハ
反
射
伸
糠
運
動
ヲ
行
ヒ
一

九
八
八

（
第
四
競

一
八
四
）

手
術
直
後
、
臆
反
射
左
側
一
三
於
テ
著
シ
減
弱
シ
、
筋
抵
抗
モ
亦
同
側
ユ
於
テ
減
弱
ス
。

二
月
二
十
」
目
。
腔
反
射
略
同
等
ト
ナ
リ
、
筋
抵
抗
－
一
著
シ
キ
差
異
ヲ
認
メ
ズ
。

第
五
例
制
。
二
・
四
託
、
雌
。
一
一
月
十
九
日
右
側
手
術
。

手
術
直
後
、
左
側
臆
反
射
軽
度
二
繊
弱
シ
、
筋
抵
抗
モ
同
側
ユ
於
テ
粉
々
弱
シ
。
一
時

間
後
モ
同
様
ノ
吠
惑
一
一
ア
リ
。

第
穴
例
制
。
二
・
五
底
、
時
。
二
月
十
九
日
右
側
手
術
。

手
術
直
後
、
左
側
鍵
反
射
粉
々
減
弱
セ
リ
。
筋
抵
抗
／
差
明
カ
ナ
ラ
ズ
。

二
月
二
十
一
日
。
腔
反
射
及
ビ
筋
抵
抗
－
一
著
差
ヲ
認
メ
ズ
。

二
月
二
十
七
日
。
左
側
臆
反
射
粉
々
減
弱
セ
リ
。

四
月
八
日
い
左
右
鍵
反
射
及
ピ
筋
扶
抗
一
二
差
異
ナ
夕
、
歩
行
障
碍
7
認
メ
ズ
。

筆
－
－
例
制
。
二
・
凶
底
、
峨
。
一
一
月
十
九
R
右
側
手
術
。

手
術
直
後
、
左
側
健
反
射
／
振
幅
輸
々
減
少
ス
。
筋
抵
抗
ノ
差
明
カ
ナ
ム
フ
ズ
。

二
月
二
十
一
日
。
臆
反
射
、
筋
抵
抗
共
一
一
一
陶
側
相
等
シ
。

本
音
駿
成
績
J
綿
括
。
手
術
直
後
、
第
二
‘
第
三
／
一
一
例
ヲ
除
キ
他
ハ
悉
ク
手
術
反
謝

側
／
臆
反
射
減
弱
シ
、
二
日
後
＝
至
リ
テ
恢
復
ス
ル
傾
向
ア
レ
ド
モ
、
手
術
直
後
幾
化
7

一
示
サ
ズ
、
二
日
後
ニ
至
リ
テ
反
鈎
側
／
減
弱
ヲ
一
京
シ
、
其
後
一
件
ピ
恢
復
ス
ル
事
第
一
一
例
ノ

知
キ
ア
リ
。
一
般
的
所
見
ハ
本
論
交
第
一
報
＝
報
告
セ
シ
大
脳
皮
質
除
去
資
験
ノ
成
績
ト

殆
ン
ド
選
プ
所
ナ
キ
ガ
知
シ
。

タ
ル
後
完
全
－
ニ
周
曲
位
－
一
復
時
セ
ズ
、
層
坤
メ
＝
反
射
ヲ
繰
込
ス
中
＝
徐
々
二
伸
縮
問
位
ノ
皮

ヲ
増
ス
。

三
月
二
日

d

筋
抵
抗
－
二
差
異
ナ
夕
、
鍵
反
対
ハ
右
側
紛
々
高
シ
。
左
側
後
肢
ノ
伸
鯨
傾
向

ナ
シ
。第

ニ
例
問
。
一
了
四
底
、
峨
。
一
一
月
二
十
日
右
側
手
術
。



手
術
直
後
、
臆
反
射
及
ピ
筋
抵
抗
－
一
大
差
ナ
シ
。
約
二
時
間
／
後
左
側
後
肢
ガ
鍵
反
射

ノ
反
覆
二
凶
ル
伸
縮
時
傾
向
7
示
ス
。

二
月
二
十
ド
白
。
臆
反
射
及
ピ
筋
抵
抗
一
一
差
異
ナ
夕
、
左
側
後
肢
ノ
伸
締
傾
向
消
失
ス
。

第
－
－
否
問
。
二
－
四
延
、
峻
。
二
月
二
十
日
右
側
手
術
。

手
術
直
後
、
左
側
臆
反
射
右
側
ヨ

p
精
高
夕
、
反
射
ヲ
繰
P
返
ス
ニ
隙
シ
テ
品
川
純
位
ヲ

採
ル
。

二
月
二
十
一
日
。
筋
抵
抗
ハ
左
側
昌
一
於
檎
々
昂
進
ス
。
臆
反
射
ノ
振
幅
ハ
爾
側
共
時
ポ
同

一

昌
シ
テ
い
反
射
運
動
後
後
肢
ノ
伸
鱒
位
四
一
止
7

ル
傾
向
ハ
左
側
昌
之
ヲ
認
ム
。
（
附
園
〉

第
四
例
制
。
ニ
・
四
底
、
雌
。
二
月
二
十
日
右
側
手
術
。

手
術
直
後
、
左
側
臆
反
射
右
側
ヨ
リ
粉
々
昂
シ
。
筋
抵
抗
／

差
ヲ
認
メ
ズ
。
反
射
運
動

ノ
伸
縮
悼
傾
向
ナ
シ
。

二
月
二
十
ト
日
，
臆
反
射
及
ピ
筋
抵
抗
－
一
差
異
ヲ
認
メ
ズ
。

第
五
例
制
。
二
－

E
邸
、
峨
。
二
月
二
十

H
右
側
手
術
。

手
術
直
後
、
左
側
臆
反
射
／
振
幅
右
側
＝
比
シ
テ
精
々
大
ナ
リ
。
筋
抵
抗
ユ
差
ナ
シ
。

第
四
節
脊
髄
上
部
横
断
（
＋
頭
）

第
一
例

宏、
H

，
E
C）
。
ニ
・
六
底
、
雌
。
四
月
五
日
第
七
胸
髄
横
断
。

手
術
直
後
、
雨
側
後
肢
ノ
完
全
ナ
ル
知
提
及
ピ
運
動
廊
崎
熔
ア

P
テ
、
瞬
時
関
節
ハ
屈
曲
位

ヲ
探
ル
。
爾
側
臆
反
射
ハ
同
程
度
z
滅
弱
シ
テ
反
射
運
動
緩
慢
ナ
レ
ド
モ
、
消
失
セ
ズ
。

四
月
七
日
。
食
慾
一一
好
－
一
シ
テ
一
見
衰
弱

Z
京
サ
ズ
。
下
痢
ア
リ
。
雨
側
後
肢
ハ
屈
曲
位

↓7
採
リ
硬
直
ヲ
一
京
サ
ズ
。
膿
反
射
ハ
緩
慢
一
一
シ
テ
反
覆
惹
起
ス
ル
＝
其
振
幅
ノ
大
小
不
同

著
シ
夕
、
手
術
直
後
ヨ
リ
大
ナ
ル
場
合
ト
甚
シ
ク
小
ナ
ル
場
合
ア
リ
。

第
二
例
（
弘
凶
，

H
S。
二
・
四
託
、
雄
。
四
月
五
日
第
七
胸
髄
横
断
。

手
術
直
後
、
雨
側
後
肢
ハ
弛
緩
性
蹴
簿
二
階
リ
、
屈
曲
位
ヲ
採
ル
。
鍵
反
射
ハ
減
弱
シ

緩
慢
ナ
リ
。
消
失
セ
ズ
。

四
月
六
日
。
下
痢
ア
リ
。
後
肢
ノ
状
態
昨
日
ト
異
ラ
ズ
、
震
反
射
ハ
夏
－
二
居
ノ
減
弱
ヲ

一一小ス。

第
六
巻

F『

原

箸
~ 

浅

海

二
月
二
十
一
日
。
右
側
睡
眠
反
射
／
振
幅
左
側
ヨ

H
精
々
大
ナ
目
。
反
射
遮
後
伸
穂
依
－
－
止

7
1
N

傾
向
い
f
左
側
＝
於
テ
著
明
ナ

H
O

a
 

第
穴
例
組
。
二
二
三
紅
、
雄
。
四
月
十
日
右
側
手
術
。

手
術
直
後
、
右
側
臆
反
射
ノ
振
幅
左
側
ユ
比
シ
テ
粉
々
大
ナ
リ
。
筋
抵
抗
ハ
著
明
ナ
ル

差
異
ヲ
示
サ
ズ
。
伸
樽
傾
向
ヲ
見
ズ
。

’h
u
 

第
七
例
他
。
ニ
・
四
庖
雌
。
四
月
十
日
右
側
手
術
。

手
術
直
後
、
臆
反
射
／
振
幅
品
差
異
ヲ
認
メ
ザ
ル
毛
、
反
射
運
動
後
後
肢
／
伸
鱒
位
－
一

止
ル
傾
向

ハ
左
側
二
現
ル
。

二
月
十
三
日
。
臆
反
射
ノ
振
幅
ハ
粉
々
劣
り
、
伸
鯨
傾
向
ハ
左
側
－
一
於
テ
著
明
ナ

p
。

本
菅
駿
成
績
J
繕
鎗
。
木
賞
験
－
一
於
テ
粉
々
定
型
的
ト
認
メ
得
ベ
キ
ハ
臆
反
射
運
動
後

反
射
側
後
肢
ガ
直
チ
ユ
屈
曲
位
ユ
復
蹄
セ
ズ
、
反
射
ヲ
反
滋
ス

ル
ニ
際
シ
手
術
反
謝
後
肢

ノ
伸
轄
位
ノ
皮
ヲ
増
λ

傾
向
ナ
り
。
鍵
反
射
／
振
幅
ユ
於
テ
ハ
一
定
セ
ル
鑓
化
－
7

認
メ
得

ザ
り
キ
。

第
三
例

（ω・叶
・8
）。
ニ
・
六
底
、
株
。
四
月
五
目
、
第
七
絢
髄
横
断
。

手
術
直
俊
、
雨
側
後
肢
ノ
扶
態
ハ
上
越
ニ
例
ト
異
－
フ

ズ
。
鍵
反
射
ハ
緩
慢
－
－
シ
テ
其
振

隅
減
少
セ

p
。

四
月
七
日
。
動
物
ハ
下
痢
ノ
鴛
メ
甚
ダ
シ
ク
衰
弱
ス
。
爾
側
後
肢
ハ
屈
曲
位
ヲ
採
り
弛
緩

セ
ル
事
他
ノ
例
ノ
知
シ
。
鍵
反
射
ハ
著
シ
ク
減
務
セ
リ
。

第
四
例
（
ω・寸
き）
。
二
・
五
託
、
機
。
四
月
五
目
、
第
七
胸
髄
横
断
。

手
術
直
後
、
爾
側
後
肢
ノ
弛
緩
麻
療
及
ピ
屈
曲
位
ハ
他
ノ
諸
例
ト
同
様
ユ
シ
テ
、
健
反

射
ハ
緩
慢
ナ
レ
ド
モ
其
振
幅
ハ
寧
口
増
大
セ
リ
。

四
月
七
日
。
下
痢
ア
リ
。
鍵
反
射
ハ
手
術
直
後
＝
比
シ
テ
減
弱
ス
。
一
側
膝
叢
靭
帯
ヲ
叩

ク
ト
同
時
一
一
躯
幹
下
部
／
前
風
運
動
起
り
、
反
封
側
後
肢
ノ
仲
師
陣
反
射
（
シ
エ

p
y
ト
ン

氏
ノ
ミ
。

sz
z
zs
S
2
22）
ノ
振
幅
基
ダ
大
畠
シ
テ
刺
戟
側
ノ
夫
レ
ト
殆
ン
ド
異

九
八
九

〈
第
凶
競

一
八
五
）



第
六
巻

「、
原

著
L」

海

2蔓

4

ブ
ズ
。第

五
例
（
∞
・
吋
－

S
）
。
二
・
六
近
、
雄
。
四
月
六
日
第
七
胸
髄
横
断
。

手
術
直
後
、
鍵
反
射
ハ
手
術
前
／
約
二
分
ノ
一
ノ
振
幅
7
有
シ
、
極
メ
緩
慢
ナ

p
o
南

側
後
肢
／
弛
緩
麻
酔
及
ピ
屈
曲
位
ハ
他
ノ
例
ト
異
ラ
ズ
。

第
六
例
（
∞
－

H
E
Y
－
－
六
廷
、
峨
。
四
月
六
日
第
九
胸
髄
横
断
。

手
術
直
後
、
臆
反
射
ハ
著
シ
ク
減
溺
シ
、
其
振
幅
手
術
ノ
二
分
／
一
＝
達
セ
ズ
。

四
月
八
日
っ
下
痢
ア
リ
、
動
物
衰
弱
シ
、
脆
尻
射
ノ
振
幅
ハ
一
昨
日
ュ
比
シ
夏
一
三
減
弱
セ

第
七
例
（
∞
－

H
∞
己
）
。
ニ
・
六
底
、
雌
。
問
月
八
日
第
九
胸
髄
横
断
。

手
術
直
後
、
臆
反
射
著
シ
ク
減
弱
シ
、
旦
ツ
緩
慢
ナ
日
。
弛
緩
廊
痔
及
ピ
屈
曲
位
ハ
前

例
ノ
如
シ
。

四
月
十
日
。
下
痢
ア
リ
。
臆
反
射
／
振
幅
ハ
昨
日
ト
異
一
フ
ズ
。

第
八
例
（
弘
、
吋
・
口
町
）
。
二
・
七
託
、
雌
。
四
月
八
日
第
九
胸
髄
核
断
。

手
術
直
後
、
腔
反
射
ハ
著
シ
ク
滅
弱
シ
テ
、
反
射
運
動
緩
慢
ナ

p
o

第
丸
例
（

Z
H
お

）

。

二

・

五

庖

、

雄

。

四

月

八

日

第

九

胸

髄

横

断

。

‘

手
術
直
後
、
臆
反
射
著
シ
ク
滅
弱
ス
。
完
全
ナ
ル
弛
緩
麻
痔
某
他
ノ
症
状
ハ
他
／
例
ト

異
ラ
ズ
。

凶
月
十

H
。

九
九
O

（
第
四
時
蜘

一
八
六
）

第
＋
例
（
岳
・
吋
勺
叶
）

J

二
・
五
廷
、
雌
。
四
月
八
日
一
第
九
胸
髄
横
断
。

手
術
直
後
、
臆
反
射
著
シ
ク
減
弱
シ
、
完
全
ナ
ル
弛
緩
性
廊
痔
ア

F
、
後
肢
ハ
屈
曲
位

ヲ
採
ル
。

本
賓
醸
成
績
J
錦
繍
。
替
髄
ヲ
第
七
乃
至
第
九
胸
髄
ユ
於
テ
横
断
セ
シ
十
例
ノ
建
一
例

（
第
四
）
一
一
ア

P
テ
ハ
臆
反
射
／
振
幅
ハ
手
術
直
後
経
口
増
大
シ
、
他
例
＝
ア
リ
テ
ハ
直
テ

ユ
滅
田
明
セ

p
。
何
レ
ノ
例
ユ
於
テ
モ
寸
時
モ
消
失
セ

γ
事
無
シ
P

一
例
（
第
四
）
一
一
ア

H
テ

ハ
手
術
後
二
日
＝
シ
テ
、
リ
ド
ッ
ク
氏
ノ
所
調

g
g司
色
目
＝
類
似
セ
ル
現
象
ヲ
見
ル
。

卸
チ
、
一
側
際
業
靭
帯
－
プ
血
ハ
ヘ
担
ル
機
械
的
刺
殺
一
一
ヨ
リ
テ
包
ル
突
叉
伸
鱒
反
射
（
。
g
E
O品

。同窓口

g可
g
z。H
）
／
振
幅
ガ
増
大
シ
テ
刺
戟
側
ノ
ソ
レ
ト
殆
ン
ド
回
調
ナ
ラ
ズ
、
夏
エ
又

之
ト
同
時
一
三
肱
幹
下
部
／
前
周
反
射
現
ハ
ル
。
而
シ
テ
、
此
躯
幹
下
部
前
屈
ト
之
ト
同
時

－
一
起
ル
交
叉
仲
騨
反
射
／
和
ハ
刺
戟
側
健
一
反
射
ノ
振
幅
ヨ
り
大
ナ

p
。
果
シ
テ
、
脊
髄
横

断
後
膝
蓋
鍵
反
射
ガ
遠
隔
的
一
一
昂
進
7
一
京
ス
ヤ
否
ヤ
ρ

不
幸
ユ
シ
テ
之
ヲ
追
試
シ
得
ザ
リ

キ
。
手
術
後
第
二
日
ハ
凡
テ
ノ
動
物
ハ
劇
烈
ナ
ル
下
痢
、
尿
漏
ヲ
起

v
、
ソ
レ
ヨ

H
徐
々

三
茨
自
制
シ
テ
早
キ
ハ
第
二
日
遅
キ
戸
約
二
週
間
二
死
亡
シ
、
問
、
五
日
後
ハ
糞
尿
一
一
ヨ

P

テ
甚
ダ
シ
タ
汚
レ
、
臆
反
射
ハ
減
弱
シ
テ
殆
ン
ド
惹
起
ジ
得
ザ
ル
ニ
至

p
、
曲
線
描
議
ハ

「
キ
モ
グ
ラ
7
イ
オ
ン
」
ノ
煙
紙
ガ
尿
一
一
テ
汚
サ
レ
完
全
ナ
ル
曲
線
ヲ
得
ズ
、
然
メ
ニ
予
ハ

一
一
日
以
後
／
記
録
ヲ
抄
略
セ
リ
。

下
痢
ア

p
。
臆
反
射
ハ
手
術
直
後
ニ
比
シ
倫
一
一
暦
／
減
弱
ヲ
一
京
セ

p
。

第
四
章
全
賓
験
戚
績
ノ
線
括
、
考
按
及
ビ
結
論

第

一

節

綿

措

一
側
大
脳
竿
球
f

正
面
横
断
ノ
探
サ
ガ
大
脳
皮
殻
ト
海
馬
廻
轄
ヲ
貰
キ
後
者
以
下
－
一
及
バ
ザ
Y
場
合
、
及
ピ
大
脳
皮
殻
ト
海
馬
廻
轄
f

ヲ
除
去
一
セ
Y
場
合
七
一
例
ヲ
除
キ
反
劃
側
臆
反
射
ノ
充
準
ヲ
見
ズ
、
寧
ロ
減
刷
物
セ
Y

モ
ノ
七
例
ノ
中
三
例
ヲ
算
シ
、
他
ノ
一
二
例
－
一
ア
リ
ア
A

何
等
ノ
襲
化
ヲ
示
サ
ズ
。

議
メ
一
側
大
脳
皮
殻
ノ
一
部
ヲ
除
去
シ
、
然
Y
後
脳
幹
ヲ
横
断
ス
w
F

毛
、
直
接
－
一
大
脳
皮
質
ニ
「
ス
バ
！
7

y
」
ア
挿
入
シ
ア
大
勝
皮
殻
及
ピ
一 一

部



脳
幹
ヲ
横
断
ス
w
F

予
d
恕
断
面
ガ
鵡
榊
範
一
勝
ノ
前
部
三
分
ノ
一
ヨ

y
尾
朕
核
ノ
間
7
通
過
ス

Y
時
A

一
般
的
－
一
反
劉
側
臆
反
射
ノ
昂
進
ヲ
見
、

反
射
運
動
後
、
後
肢
ガ
奮
位
置
－
ニ
復
蹄
セ
ズ
ジ
ア
伸
轄
位
ヲ
採
w
y

傾
向
毛
亦
同
ジ
グ
反
費
側
－
一
現

v
、
市
わ
て
プ
該
伸
轄
傾
向
A

歩
粁
障
碍
ノ
程

度
ト
略
正
比
例
ス
w
y

モ
ノ
、
加
uv
。

然
Y

－
ニ
脳
幹
横
断
面
ガ
親
紳
経
林
ノ
中
央
部
乃
至
尾
方
三
分
ノ
一
ノ
高
サ
ヲ
通
過
ス
w
戸
時
A

健
反
射
A

左
右
－
一
一
於
ア
著
ジ
キ
差
異
ヲ
生
ゼ

ズ
、
筋
抵
抗
A

寧
ロ
反
劃
側
二
一
於
－
プ
稿
々
減
弱
ス

Y
ノ
傾
向
ア
リ
ノ
。

究
ニ
内
嚢
ヲ
尾
朕
核
ノ
上
縁
－
一
泊
ヒ
ア
切
断
ス

Y
時
A

七
例
ノ
中
五
例
－
一
於
－
ア
手
術
直
後
臆
反
射
減
弱
シ
、
二
日
ノ
後
快
復
ス

Y
傾
向
ア
w
y

宅
、
手
術
直
後
↑
一
一
麗
化
ヲ
示
サ
ズ
、
二
日
後
－
一
至

y
反
劉
側
健
反
射
減
弱
hv
、
長
期
間
ノ
経
過
－
一
於
－
プ
侠
復
ス

Y
事
第
二
例
ノ
如
キ
ア

y
。
一

例
A

手
術
直
後
及
ピ
二
日
後
モ
臆
反
射
ノ
差
異
ヲ
示
サ
ズ
。
要
ス
wy

二
該
内
嚢
切
断
貰
験
成
績
A

本
論
文
第
一
報
－
一
記
述
セ
シ
大
勝
運
動
皮

質
除
去
賓
験
ノ
所
見
ト
選
プ
所
無
キ
ガ
如
uv
。

強
メ
大
脱
皮
殻
中
央
部
ヲ
除
去
ジ
、
然
Y
後
尾
朕
核
ノ
大
部
分
ヲ
除
去
セ
ジ
ニ
、
腿
反
射
ノ
振
幅
－
二
定
セ

Y
襲
化
ヲ
認
メ
ザ
w
y

毛
、
反
封

側
後
肢
ガ
反
射
運
動
ヲ
行
ヒ
タ
Y
後
直
チ
ニ
屈
曲
セ
ズ
シ
ア
仲
轄
位
－
一
止
？

9
、
鴻
メ
ニ
反
射
ヲ
反
覆
惹
起
ス

Y

ニ
際
シ
反
劃
側
後
肢
ノ
仲
特

性
増
加
ヲ
見
w
y

事
八
例
ノ
中
玉
例
ヲ
算
ジ
禁
中
一
例
－
一
ア
リ
ア
手
術
後
満
二
日
ニ
ジ
ア
該
傾
向
消
失
セ

y
。

最
後
－
一
、
脊
髄
ヲ
第
七
乃
至
第
九
胸
髄
ノ
高
＋
こ
一
一
於
ア
完
全
－
一
横
断
ス

Y
時
A

、
従
来
成
書
－
一
記
載
し
V

ア
Y
事
賞
－
一
反
ジ
、
手
術
直
後
ト
雌

毛
腿
反
射
ノ
消
失
ス

Y
事
ナ
ク
、
只
筋
緊
張
減
退
（
弛
緩
性
麻
庫
）
ト
共
ニ
腿
反
射
ガ
緩
慢
ト
ナ
リ
ノ
、
其
振
幅
ガ
概
ジ
ア
減
少
ス
UY

ノ
ミ
ナ

p
。

併
毛
十
例
ノ
中
一
例
ニ
ア

2
ア
ミ
腔
反
射
ノ
振
幅
－
一
著
シ
キ
減
少
司
／
見
ズ
、
二
日
後
三
宝
？
プ
交
叉
性
伸
轄
反
射
ノ
冗
準
及
ピ
川
利
引
利

氏

ノ
所
謂
冨
P
田
恒
円
。
凶

a
－
一
類
似
ス

Y
現
象
ノ
費
生
ヲ
見
y
。

第
二
筒

ー考

按

猿
、
犬
猫
、
家
兎
ト
徐
々
ユ
進
化
階
梯
ヲ
下
降
ス

Y

－
一
従
ヒ
、
脊
髄
横
断
ニ
因
Y
所
謂
「
ジ
ヨ
ッ
グ
」
朕
態
ノ
期
間
縮
少
サ
レ
、
家
兎
－
一
ア
η
ノア
A

「
数
時
間
乃
至
敷
日
間
」
臆
反
射
消
失
ス
ト
云
ア
成
書
問
ノ
記
述
ノ
誤

v
y
事
A

予
等
ノ
賓
駿
－
一
一
徴
ス

Y

モ
明
カ
ニ
シ
ア
、
所
謂
脊
髄
性
「
シ
ヨ

第
六
血
管

F司

原

著

浅

海

九
九

（
第
四
時
抗

一
八
七
〉
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九
九
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第
四
競

一
八
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ヴ
ク
」
ガ
家
兎
ニ
於
ア
A

出
現
セ
ザ
U
Y

ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
ト
思
A

シ
ム

Y

モ
ノ
ア
リ
ノ
。

ジェ

y
ン
ト
ン
氏

m
A
家
兎
ノ
「
シ
ョ
ッ
ク
L
朕
態
ノ
持
績
期

間
ヲ
十
分
乃
至
十
五
分
間
ナ
リ
ノ
ト
云
ヒ
、
紳
経
系
統
ノ
費
蓮
ス

Y
ト
共
－
ニ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」
期
間
ガ
延
長
ス

Y
A
、
後
肢
－
一
ヨ
リ
ア
直
立
歩
行
ス
y

傾
向
ガ
増
加
わ
v
、
満
メ
ニ
筋
緊
張
（
特
－
一
伸
轄
筋
緊
張
）
維
持
ヲ
ヨ

y
多
ク
超
脊
髄

3
2
E乙
中
極
－
一
侠
ヅ
ニ
至
Y
事
貫
－
一
基
因
ス
ト
主
張
セ

9
0
予
等
ノ
賓
験
成
績
－
一
諜
Y

モ
家
兎
一
一
於
－
プ
A

手
術
直
後
ト
雄
モ
膝
葦
腿
反
射
消
失
セ
ズ
、
所
謂
「
ジ
ヨ
ッ
ク
」
現
象
ノ
存
在
ガ
充
分
疑
問
視

サ
Y
ペ
キ
事
明
白
ナ

Y

ニ
セ
ヨ
、
臆
反
射
ノ
維
持
ガ
超
脊
髄
性
筋
緊
張
維
持
興
奮
－
一
一
俣
ツ
所
多
キ
コ
十
例
ノ
中
九
例
－
一
於
一
ア
脊
髄
横
間
後
鵬

反
射
ノ
著
シ
ク
減
弱
セ

Y
事
賓
ト
、
更
－
一
一
久
反
射
運
動
ガ
正
常
動
物
－
一
比
シ
ア
極
メ
ア
緩
慢
ト
ナ
η
ノ
、
反
射
曲
線
ノ
上
行
肢

E
z
z
c同

8
5
a
z
c
F
V
H
F
d
N
垂
直
ナ
ラ
ズ
ジ
テ
下
行
肢

2
q
2
0
7
6
7
5
5
8
ノ
方
向
ニ
傾
斜
ス

Y
事
貫
一
一
ヨ

y
－
ア
モ
疑
ア
傍
地
ナ
キ
ガ
如
シ
。
之
レ
賓

－一シヱ

y
ン
ト
ン
氏
ノ
熊
多
ノ
賓
験
的
研
究
－
一
様
Y
結
論
及
ピ

y
ド
ッ
ク
氏
ノ
臨
床
的
所
見
ト
一
致
ス

Y
所
タ

y
。

銃
二
家
兎
エ
一
於
－
ア
所
謂
「
シ
ョ
ッ
ク
」
期
間
ガ
僅
カ
ニ
十
数
分
間
ナ
Y
カ
叉
A

杢
然
存
在
セ
ズ
ト
ス
レ
バ
、
上
位
中
枢
ガ
脊
髄
－
一
及
ポ
ス
影
響

ガ
主
ト
シ
ア
抑
制
的
ナ

Y

場
合
、
腿
反
射
A

営
然
手
術
後
間
モ
無
ク
昂
進
ス
ペ
キ
筈
ナ
リ
ノ
。
然
Y

－一シヱ

η
ノ
ン
ト
ン
及
ピ
ツ
ヲ
ト
ン
問
、
業
他

諸
家
ノ
観
察
セ

Y
脊
髄
横
断
－
一
ヨ

Y
脊
髄
反
射
ノ
充
準
A
主
ト
ジ
ア
屈
曲
反
射
－
一
関
連
ジ
、
伸
轄
反
射
ノ
一
ッ
タ
Y
膝
蓋
健
反
射
－
一
関
U
Z
7
A

上
越
ノ
如
ク
、
寧
ロ
超
脊
髄
中
極
－
一
ヨ

f
プ
維
持
サ
Y

、
事
異
論
ナ
キ
ガ
如
uv
。
而
ジ
ア
余
等
ノ
賓
験
成
績
－
一
ヨ
レ
バ
殆
シ
ド
常
一
一
筋
緊
張
減

退
ト
共
一
一
臆
腿
反
射
ガ
緩
慢
ト
ナ

y
、
業
振
幅
ガ
概
ジ
ア
減
少
ス
w
y

／
事
賓
ヨ
フ
考
察
ス

Y
時
A

超
脊
髄
中
橿
ヨ

y
ノ
支
配
機
能
A

抑
制
作
用

－
一
非
－
フ
ズ
シ
ア
寧
ロ
促
進
作
用
ナ

9
ト
断
定
セ
ザ
Y
可
カ
ラ
ズ
。
然
レ
ド
モ
該
促
進
機
能
A

葉
作
用
極
メ
ア
微
弱
ナ
Y

コ
ト
モ
亦
推
知
セ
ラ

ノV。
然
自
ブ
バ
膝
蓋
臆
反
射
ノ
促
進
機
能
ア
司
Y
可
キ
超
脊
髄
中
橿
A

果
シ
ア
何
慮
－
一
存
在
ス

Y
ヤ
ト
云
フ
エ
余
等
ノ
賓
験
－
一
一
於
ア
大
脳
皮
殻
ト

海
馬
廻
轄
ノ
一
部
ヲ
除
去
セ

Y

場
合
ニ
モ
亦
内
嚢
ヲ
切
断
セ

Y

場
合
－
－
モ
臆
反
射
－
一
何
等
ノ
影
響
ヲ
及
ポ
サ
V

9

V
ヲ
以
ア
大
脳
皮
殻
以
下

錐
開
道
一
二
促
進
機
能
A

勿
論
ノ
コ
ト
抑
制
機
能
モ
存
在
ジ
居
ラ
ザ
Y

コ
ト
明
カ
ナ

9
0



脳
幹
横
断
二
一
於
ア
、
横
断
面
ガ
視
紳
鰹
排
ノ
前
部
三
分
ノ
一
ヨ

y
尾
朕
核
ノ
間
ヲ
通
過
ス
w
F

時
A

突
如
ト
ジ
テ
反
封
側
眠
反
射
A

昂
進
ヲ
来

h
y

’
反
射
運
動
後
、
後
肢
ガ
奮
位
置
－
一
復
蹄
セ
ズ
ジ
ア
伸
縛
位
ヲ
採
Y
傾
向
モ
亦
同
ジ
ク
反
劃
側
－
一
現
レ
、
質
駿
例
十
例
－
一
於
ア
殆
ン
ド
除
外

例
ヲ
見
出
サ
V

リ
ノ
キ
。

然
M
F

－
一
脳
幹
横
断
面
ガ
視
神
経
林
ノ
中
央
部
乃
至
尾
方
三
分
ノ
一
ノ
高
サ
え
通
過
ス

M

戸
時
A

臆
反
射
A

左
右
－
一
於
－
プ
著
ジ
キ
差
異
ヲ
認
メ

ザ

y
シ
モ
、
筋
抵
抗
A

寧
ロ
反
封
側
－
一
一
於
－
ア
減
弱
ス

Y

ノ
傾
向
ヲ
示
シ
タ
リ
キ
。

究
デ
規
神
経
林
尾
方
三
分
ノ
一
ノ
高
＋
ノ
ヨ
リ
夏
ニ
尾
方
－
一
至
w
戸
時
A

四
畠
鰹
ノ
赤
核
或
A

黒
貫
ノ
核
群
－
一
接
欄
ス
w
y

ヲ
以
ア
忽
チ
金
身
ノ

痘
撃
（
去
脳
硬
直
症
状
）
ヲ
起
し
V
4
ア
貫
験
－
一
適
セ
ザ
リ
ジ
ヲ
以
a

プ
其
レ
以
下
A

中
止
セ
リ
1

0

銃
二
一
緒
論
二
一
於
ア
占
畳
一
照
セ
シ
ガ
如
ク
、
線
状
睡
及
ピ
淡
蒼
球
ノ

E
大
細
胞
系
ガ
所
謂
不
随
意
性
白
働
運
動

k
r
E
E三
2
5
5
ノ
運
動
細
胞
ヲ

代
表
シ
、
尾
賦
核
及
ピ
被
殻
ノ
小
細
胞
系
ガ
是
－
一
山
首
ス

Y
抑
制
中
橿
ヲ
代
表
（
川
刈
川
、
カ
ッ
ペ

Y
氏
側
等
）
セ

Y
ヤ
否
ヤ

A

予
等
ノ
賞
駿
一
一

ア
A

断
定
ジ
難
キ
毛
、
脳
幹
－
一
一
於
ア
視
神
経
林
口
方
三
分
ノ
一
ノ
部
位
－
一
存
在
ス

Y

紘
群
中
ニ
臆
反
射
促
進
機
能
ヲ
有
ス

Y

コ
ト
ヲ
認
メ
ザ

y
可
カ
ラ
ズ
。
何
ン
ト
ナ
レ
バ
此
部
位
ヨ
η
ノ
口
方
－
一
存
在
ス

Y

核
群
印
チ
、
線
朕
耀
淡
蒼
球
及
ピ
尾
朕
核
ノ
大
部
分
－
一
存
在
ス
U
F

核
群
中
－
一

列
利
列
川
氏
夫
妻
及
列
到
川
村
川
氏
等
ノ
云
フ
ガ
如
キ
筋
緊
張
抑
制
作
用
ノ
存
在
ス
M
Y

モ
ノ
ト
限
定
ス

Y
ナ
レ
バ
、
予
等
ノ
質
験
例
－
一
於
ア
、

親
神
経
林
口
方
三
分
ノ
一
ノ
部
位
二
冨
ツ
ア
脳
幹
ヲ
横
断
ジ
、
反
劃
側
ニ
腿
反
射
ノ
昂
進
セ

Y

A
抑
制
股
落
現
象
ト
見
倣
シ
ア
極
メ
テ
好
都
合

－
一
シ
テ
此
等
諸
氏
ノ
準
設
ヲ
官
謹
ス

Y
ガ
如
キ
モ
、
少
シ
ク
尾
方
－
一
至

y
親
神
経
林
中
央
三
分
ノ
一
及
ピ
尾
方
三
分
ノ
一
ニ
於
ア
横
断
セ

Y
際

A

腿
反
射
－
一
影
響
ヲ
及
ポ
サ

v
y
ノ
ミ
カ
寧
ロ
減
弱
ノ
傾
向
ヲ
示
セ

Y

コ
ト
A

到
底
之
等
ノ
抑
制
設
－
一
於
－
ア
λ

説
明
ジ
能
A

ザ
Y
所
ナ
リ
。

然
Y

ユ
今
般
リ
ニ
一
服
紳
鯨
林
口
方
三
分
ノ
一
ノ
部
位
－
一
存
在
ス

Y

核
群
中
ニ
臆
反
射
促
進
機
能
ノ
存
在
ス
グ
’
モ
ノ
ト
仮
定
hv
叉
葉
作
用
A

卒
素
極
メ
ア
微
弱
ナ
Y

毛
ノ
ト
ス

Y
時
A

予
等
ノ
質
験
例
A

全
然
合
理
的
－
一
之
ヲ
説
明
ジ
得
－
プ

Y

、
ナ

y
、
卸
チ
規
一
脚
経
林
口
方
三
分
ノ
一
ノ

部
位
ノ
核
群
ヲ
切
断
ス

Y

コ
ト
ニ
ヨ
リ
、
切
断
ナ
u
y

刺
戟
－
一
ヨ

y
－
ア
促
進
機
能
ァ
昂
進
セ
シ
メ
ア
反
劃
側
－
一
腔
反
射
ノ
昂
進
ヲ
来
ス
モ
、
何
等

刺
戟
無
キ
時
A

其
作
用
極
メ
ア
微
弱
ナ

Y
ガ
矯
メ
ニ
中
央
部
及
ピ
尾
方
三
分
ノ
一
ノ
切
断
ノ
際
A

其
促
進
作
用
ノ
脱
落
現
象
不
著
明
－
一
シ
ア

第
六
容
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臆
反
射
ユ
著
明
ノ
影
響
ァ
輿
ヘ
ザ
Y
カ
僅
カ
二
筋
抵
抗
ノ
減
弱
ヲ
起
セ
w
y

モ
ノ
ユ
シ
ア
般
定
ト
事
貫
ト
一
致
ス
w
y

所
ナ

9
0

斯
ノ
如
キ
予
等
ノ
般
定
A

脳
神
経
畢
上
金
々
成
立
セ
d
y
y
限
定
ナ
η
ノ
ヤ
否
ヤ
ト
云
ブ
ユ
決
シ
ア
然
ラ
ズ
、
他
ノ
紳
鰹
核
－
一
於
－
プ
毛
↓
全
ク
同
様

ノ
性
質
ヲ
有
ス
モ
ノ
ア
リ
ノ
、
例
ヘ
バ
四
基
膿
前
正
部
中
二
存
在
ス
U
F

赤
核
及
ピ
黒
賞
（
主
ト
ジ
ア
赤
核
）
A

共
－
一
筋
緊
張
ノ
中
橿
ト
見
倣
サ

Y

モ
何
等
ノ
刺
戟
無
キ
時
A

葉
作
用
微
弱
ナ
Y

モ
一
朝
此
核
群
ノ
存
在
部
位
ヲ
切
断
セ
ン
カ
忽
チ
エ
ジ
ア
強
烈
ナ
w
F

四
肢
ノ
硬
直
ヲ
来
シ
所
謂

去
臓
硬
直
／
症
肢
ヲ
呈
ス
U
F

コ
ト
A

周
知
ノ
事
貫
ナ

y
、
斯
ノ
如
キ
事
賓
ノ
存
知
ス
w
F

以
上
予
等
ノ
限
定
モ
亦
異
ナ

y
ト
ジ
ア
差
支
へ
無
キ

所
ニ
し
て
ア

E
ッ
予
等
ノ
貫
験
事
賓
ト
符
節
ヲ
合
ス

Y
所
ナ

y
。

予
等
ノ
本
研
究
第
一
報
－
一
於
ア
錐
煙
道
ノ
腔
反
射
抑
制
機
能
ヲ
家
兎
エ
於
－
ア
之
ア
認
メ
得
ザ
Y
事
、
並
－
一
ム
ン
ク
氏
ノ
佃
位
獲
性
設
ガ
砂

グ
ト
モ
家
兎
ノ
大
路
皮
質
除
去
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
A

立
詮
ジ
能
A

ザ
リ
シ
事
A

叉
本
貫
験
－
一
一
於
－
ア
モ
誇
明
セ
ラ

y
、
所
ナ

y
。

郎
チ
本
質
験
－
一
一
於
－
プ
大
脳
皮
質
以
下
ノ
錐
睦
道
及
ピ
内
嚢
ヲ
切
断
ス

Y

モ
家
兎
ニ
一
於
－
プ
A

臆
反
射
一
一
何
等
ノ
影
響
ヲ
奥
ヘ
ザ

y
キ
、
之
レ
明

－
一
錐
鱒
道
中
－
二
臆
反
射
抑
制
機
能
ノ
存
在
セ
ザ
Y
讃
懐
ナ
リ
ノ
。
然
レ
ド
モ
滋
－
二
言
附
加
ス
ペ
キ
A

予
等
ト
雄
毛
大
脳
皮
質
及
ピ
錐
耀
道

－
一
腿
反
射
ノ
綿
ア
ノ
抑
制
機
能
ノ
存
在
ヲ
認
メ
ズ
ト
矯
ス
モ
ノ
ニ
非
ズ
。
恰
モ
迷
走
紳
経
ガ
心
臓
機
能
ヲ
抑
制
ジ
、
迷
走
神
経
ノ
切
断
A

直
チ

－
一
心
臓
機
能
ノ
充
進
ヲ
来
ス
ト
同
様
ノ
意
味
－
一
於
ケ
Y
健
反
射
抑
制
機
能
ガ
存
在
セ
ズ
ト
云
プ
ユ
ア
咋
ノ
。

向
予
等
ノ
賓
験
－
一
一
於
ア
確
貫
－
一
品
説
明
ジ
タ

Y

－
一
非
－
プ
ザ
M
Y

モ
大
脳
皮
質
ノ
性
質
上
錐
韓
道
中
二
A

一
定
ノ
刺
戟
ニ
一
割
uv

一
定
ノ
反
射
運
動

ノ
ミ
ヲ
起
ジ
其
他
ノ
反
射
ヲ
抑
制
調
節
ス

Y
機
能
ノ
存
在
ス

Y

3
ト
ハ
推
定
－
一
難
カ
ラ
ズ
、
郎
チ
予
等
／
脊
髄
横
断
貫
駿
一
一
於
ア
モ
術
後
二
日

－
一
ジ
テ
交
叉
性
伸
轄
反
射
ノ
充
進
及
ピ
リ
ド
ッ
ク
氏
ノ
所
謂
さ
笹
田
恒

s
b
a
ェ
類
似
セ

Y
現
象
ヲ
呈
セ

9
0

9
ド
ッ
ク
氏
問
（
脊
一
髄
横
断
ノ
臨
床
例
－
一
於
－
ア
所
謂
「
シ
ョ
ッ
ク
」
ノ
消
失
ジ
タ
u
y

後
充
分
ナ
Y
機
械
的
刺
戟
ヲ
足
腰
ノ
皮
膚
－
一
典
フ
w
F

時

A

、
車
ユ
下
肢
ノ
屈
曲
反
射
（
防
禦
反
射
）
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
腸
脱
、
虹
門
等
ノ
撰
張
反
射
モ
同
時
三
起
Y
事
ヲ
記
載
シ
、
之
ヲ

5
2
E］
白
河
ト
稿

ジ
タ

y
。
此
現
象
ガ
上
位
中
橿
ノ
抑
制
股
落
－
一
由
リ
ノ
ア
皮
膚
刺
戟
－
一
劃
ス

Y

脊
髄
中
極
ノ
運
動
性
興
奮
ガ
下
肢
／
屈
曲
筋
ノ
ミ
ζ

止
ラ
ズ
シ

ァ
、
腸
脱
、
虹
門
等
ノ
横
張
筋
ノ
如
キ
不
通
営
ナ
Y
経
路
↑
一
毛
洩
M
F

、
活
メ
－
一
ア
、
此
事
責
A

脊
髄
反
射
機
能
d
N

生
理
的
状
態
一
一
ア
！
ア
上



位
中
橿
ノ
抑
制
作
用
ζ

ヨ

y
－Y
調
節
サ
レ
シ
事
ヲ
示
ス
器
、
ノ
ニ
シ
a

ア
一
般
的
三
認
メ
ラ
グ
’所
ナ

9
0

大
脳
皮
質
及
ピ
錐
鶴
道
A

斯
カ
w
y

意
味
－
一
一
於
ケ
M
F

抑
制
作
用
ヲ
有
ス

Y

コ
ト
A

－
寧
ロ
可
能
性
ヲ
有
ス
M
Y

モ
腿
反
射
其

ν
白
樺
ヲ
抑
制
ス

y

機
能
ノ
存
在
セ
ザ
Y

コ
ト
ヲ
断
言
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
。

次
デ
ム
ン
ク
氏
ノ
佃
位
農
性
説
－
一
一
環
レ
バ
、
脳
幹
ノ
切
断
部
位
ガ
下
方
－
一
行
ク
ユ
従
ヒ
ア
筋
緊
張
、
腿
反
射
共
－
一
昂
進
ス
ペ
キ
ナ

9
然
ル
二
一

予
等
ノ
貫
駿
ユ
於
e
7
A
唯
車
－
一
規
紳
鰹
林
口
方
三
分
ノ
一
ノ
部
位
－
一
一
於
ア
脳
幹
ア
切
断
セ

Y

際
－
一
於
－
プ
ノ
ミ
腔
反
射
ノ
昂
進
ヲ
見
タ

Y
ノ
ミ

ユ
シ
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Summary. 

In the present series白fty rabbits were divided into five groups and in況uencesexerted upon the kneeオerk by 
various segments of the brain stem were studied, and these were contrasted with effects of spinal transection. 

The experiments perfomed were as follws: 

1. In seven animals both cerebral cortex and the subcortical white matter were removed or divided on the right 
side, the region involved being the central third or anterior third of the hemisphere. 

2. In eighteen animals the fro叫alsection of the right brain stem was made( r) at the level between the hindmost 
part of the caudate nucleus a吋 theanterior third of the thalamus,(2) at the level bisecting the thalam叫 and(3)at the 
level o'f_ the caudal third of the thalamus. 

3. In seven animals the internal capsule was divided immediately oral to the caudate nucleus on the right side. 
4・.In eight animals the caudate nucleus was removed after preliminary removal of the over-lying. palliμm. 
5.そInten animals the spinal cord was divided completely at seventh and ninth thoracic levels. 
Estimation of the amplitude and character of the knee-jerk was made by means of the myograms obtained by the 
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author’s apparatus described in the first report. The period of observation extended from immediately after the opera-
tion to fifty two days. 

The results of the experiments r and 3 confo1-m to our observations reported in the first paper, showing no 
definite influence of the pyramidal tract upon the kneeオerk. In the experiment 2, it has been noted that the frontal 
section( r) causes a definite increase in the amplitude and force of the contralateral knee-jerk ; and an increase of the 

kontraktionsda問 rof the contralateral jerk was also observed in some cases. vVith the section at the level(2) and(3); on 

the other i山 id,neither an augmentation of the knee『jerknor its phase of contraction was noted. 

In those animals in which the caudate nucleus was removed on one side, no definite heightening or deρression of 

of the knee-jerk was observed, although in the majority of Cdses the contralateral jerk was characterized by delayed 

relaxation accompanied by a tendency of the limb of that side to assume a position of partial extension after a series 

of jerks. 

The spinal transection was followed by a pronounced decrease in the amplitude and force of the knee-jerk in 

practically all of the cases. The total disappearance of the reflex、however,ha品 neverbeen obtained, even immediately 

after operation. 

From these findings the author is inclined to consider that the pyramidal tract has no inhibitory function upon 

the knee『jerk,that the reduction of the muscle tone and knee-jerk in the spinal tran ection is caused by a loss of 

reenforcing impulse from prepraspinal nuclei, that the spinal shoch in the sense tint it brings about a loss of the 

knee-jerk evidently does not occur in the rabbit. 

The fact that both the contralateral kneeサerkand extensor tonus are enhanced upon section of the brain『 stem

between the striate body and oral third of the thalamus may seem to indicate the inhibitory function normally 

exerted by the striatum. Such a conclusion, however, is contradicted by the fact that the section passing through 

the lower level (Sections 2 and 3) is not followed by similar phenomena, in spite of the fact that the striatum is 

likewise isolated from the lower centres. 

We are; therefore, forced to '.lssume that by sectioning the brain-stem between the corpus stri以umand the oral 

third of the thalamus, some nuclei whose normal function is augmentation of the extensor tonus, has become exag-

gerated. Upon this point the need for further studies is clearly indicated. Author's abstract. 
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